
ふみきりてい

20kc を使用する 20 形を， 警報の終動点には 40kc を使用す

る 40 形を設備する。

踏切制御 子本体

同上結線図 (i直流用)

市Ij御子の種類は 8 種類で使用方式，用途は表に示すとおりで

ある。

踏切制御子の種類と形式

| 悶渡数 | 電源電圧 | 消費電圧 I Jil;!=R-J;::::-゙ j 種 類 II'J~ ax. I "t!.lDT'y"t!.'-'- I H1J.-w 使用方式 | おもな用途

20 形 20 交流 100 5 以下 閉電路式 始動点

30 形 30 " 5 開電路式 終動 ll，

40 形 40 " 5 " 防l電路式 終動点

201 形 20 自流 10 3 閉電路式 始動点

202 形 20 I丘流 24 3 " 閉電路式 始動点

302 形 30 直流 24 3 " 関電路式 終動点

401 形 40 直流 10 3 関電路式 終動点

402 形 40 直流 24 3 " 関電路式 終動点

図は内部結線で，発振部・ろ波部 ・ 入出力変成器 ・継電器お

よび端子盤より構成きている。

発振部はトランジスタ l 個を使用し，出力変成器 T， を経て

軌条に出力を，入力端子には軌条を通して帰還入力が加わり，

帯威ろ波器を通して 20kc または 40kc を選択して入力電圧と

し，同ーのトランジスタで帰還増幅している。出力は T，の 2

次世jから取り出し全波整流して直流継電器を動作させている。

始動点用は常時発振，終動点用は列車車輸により軌道が短絡さ

れたときのみ発振出力が得られる。

制御継電器の出力電圧は，帰還回路に軌道， 送着導線等外部

インピーダンスを介在させているため，軌道状態の変化に対し

ても継電器動作を確実に行な.うよう，制御子内部インピーダン

ス，外部軌道回路の短絡開放時の出力電圧を規定している。な

お個々の軌道回路の状態により制御距離が異なるため，関電路

式には制御距離を調整する調整タップ(可変インダ F タ:/ ;<.)を

10タップ等分に調整できるよう設備している。帰還回路や帯威

ろ波官官には温度係数，損失の少ない良質のコンデンサ(直流用

金属化紙コンデンサ) を使用し，発振周波数の変動による継電

捻出力電圧が低下しないようにしている。(茂木明治)

ふみきりていじかんちょうせっき 踏切定時間調節器

踏切嘗報機の箸報時分は複線区間で 22 秒， 単線区間では 20 秒

を最短警報時分とし，最長警報時分を 60 秒としているが，列車

の運転速度がそれぞれ異なるとき，警報開始点を一点に決める

と，高速列車において最小時分にしても低速列車では最大時分

をこしてしまう 。

踏切警報機は警報時分が長すぎても ， また短すぎても事故

発生率が高いので，高速列車でも低速列車でも同一瞥報時分と

することが理想的である。速度に応じた警報開始点を{乍ること

ができれば，警報時分は一定になるはずである。警報時分を列

車速度に関係なく 一定にするための装低を踏切J定時間調節探と

いう。踏切道の前方に一定距離の速度選7JIJ[)(:問を設け， 列車の

前頭車舶が速度予選別!玄関を通過する時間だけコンデンサを充電

し，列車の前頭車輪が選別区間を出たときから放電を開始すれ

ば，列車に応じて継電器の落下時間が変化する。

いま図ーl のように設備すれば， A 点は 40 形ホ踏切制御子，

B!~i，は 20 形踏切制御子であるので，平常時は ABR 落下， BSR 
はこ う七しており，コンデンサは ABR の落下接点 ・ BSR のこ

う上接点および低抗でコンデンサを閉じておき，列車の前頭が

Al"!， を踏むと， ABR がこう上するので ABR の落下接点は切

れ，同時に ABR のこうけ主点にてコンデンサを充電し，列車

の前頭が B !立を踏むと BSR， ABR は落下する。
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したが っ て充電閉路の ABR こ う上疑点(開放)が断たれ， ま

たコンデンサの短絡回路(BSR 動作接点開放)も断たれ，なお

調節継電器~ AdR の局部電源回路も BSR 落下で断たれてしま

うので， コンデンサは放電を開始し，放電電流はt榊司君告を介し

て AdR に流れ，コンデンサに蓄積された電力が消費され， AdR

の落下電圧ì:". コンデンサの端子電圧が降下するまで AdR の動

作は持続される。

図司2 のように速度選別区聞を通過する時聞が t，秒のときは，

h 秒の時間で警報を開始するが，充電時聞が t，'秒と長くなる

と放電時間も長くら'秒を経過して警報を開始する。

速度の速い列車は，コンデンサの充電量が少ないので放電も

早く，調節継電器 AdR は，すみやかに落下し遠距離から警報

を開始し，速度のおそい列車は，コンデンサの充電量が多く調

節継電器はおそく落下し，近距離から警報を開始して速度に応
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